
食品添加物公定書改正に伴う、「食品、添加物等の規格基準」の改正に

ついての食品安全委員会における食品健康影響評価について 

 

１． 食品安全委員会に対する食品健康影響評価の依頼について 

 食品添加物公定書改正に伴う、「食品、添加物等の規格基準」の改正に係る食品

健康影響評価については、食品健康影響評価を依頼するもの（別紙１）と食品健康影

響評価を行うことが明らかに必要でないときに該当するか照会をするもの（別紙２）に

分け、それぞれ食品安全委員会に対し意見を求めたところである。 

 

 

２． 食品安全委員会における審議の経過について 

平成 18 年 11 月 2 日の食品安全委員会において、厚生労働省より説明を行い、平

成 18 年 11 月 16 日の食品安全委員会において審議 

され、食品健康影響評価書（案）（別添３）が示されるとともに食品健康影響評価を

行うことが明らかに必要でないときに該当する旨の回答（別添４）が通知された。 

 

    

３． 平成 17 年 11 月 24 日開催添加物部会からの変更事項 

フェロシアン化カリウム、フェロシアン化カルシウム、フェロシアン化ナトリウムの成

分規格に関して、フェリシアン化塩の純度試験の削除を行うこととしていたが、再検討

の余地があるため第 8 版公定書ではこの改正を行わないこととした。 

 その他、内容に関わらない、文言の修正を行っている。 

 

 

４． 今後の手続について 

 今後、薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会における審議や WTO 通報、パブリッ

クコメントの募集を踏まえた上で、告示改正を行う。  
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